
産業廃棄物への取組み
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設立 1949年(昭和24年)5月

■創業1910年(明治43年) 2月

資本金 シャボン玉石けん株式会社 1億円

シャボン玉販売株式会社 9,900万円

株式会社シャボン玉本舗 8,620万円

有限会社シャボン玉企画 8,900万円

従業員数 150名 （2022.4現在）

売上高 90億円 ※2022年8月期 実績

代表者 代表取締役社長 森田 隼人

会社概要
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産業廃棄物の発生状況
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産業廃棄物（種類別）2021年4月～2022年3月
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廃酸で9割
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製造で発生する溶液

現状把握

製造不良、返品等→石けん汚泥
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産業廃棄物処理フロー

汚泥（50t / 年）

廃プラスチック類
（6t / 年）

廃酸（600t / 年）

廃油（1t / 年）

石けん汚泥（40％）

石けん汚泥（60％）

廃酸 600k / 年

廃酸ア(30％) 喜(10％)

→自社処理によりボイラー燃料として売却

→建築資材として売却

→混合（ダイセキ）セメント原料

機械油（100％） →油水分離（喜楽鉱業）⇒再生重油

マテリアルリサイクル

PE・PP（100％）

1.8ｔ（30％） →破砕、圧縮（丸清）→ 固形燃料化

→有価物として他社（クリーンズカンパニー）へ

4.2ｔ（70％） →焼却（アサヒプリテック(若松) ）

再生プラスチック（3.6 t 
/ 年）

→焼却（喜楽鉱業・アサヒプリテック）残渣無し・管理型埋立

→焼却（喜楽鉱業・アサヒプリテック）残渣無し・管理型埋立

廃酸ダ(60％)
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取り組み内容

①廃棄物を出さない

作業改善活動による廃棄量削減

②廃棄物を再使用
社内での有価販売促進

③廃棄物をリサイクル
廃棄石けんの油脂還元
建築資材として商品化

期間 改善数

74 上期 204

74 下期 187
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取り組みによる現状

②廃棄物を再使用
社内での有価販売促進
→ 約200万 / 年 販売

③廃棄物をリサイクル
廃棄石けんの油脂還元
→ 15 t  / 年 還元（汚泥の約40％）

建築資材として商品化
→ 600 kg / 年 削減
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その他の環境活動

石けん業界初のISO14001取得

ビーチクリーン活動

1％ for Nature プロジェクト

人と環境にやさしい無添加石けんの製造・販売

etc・・・
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情報発信

出前授業

工場見学 動画制作

香害・化学物質過敏症に対する啓発活動
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情報発信
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